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Development of組 EducationalProgram for Fostering Young Engineers ofManufacturing 
in Small and Medium-sized Enterprises 
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Yasuyuki SHII， Mitsuhiro MUROYAヲEtsuroMATSUMOTOヲSyunichiYAMASHITAヲYoshiki
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Kagoshima National Coll巴:geof Technology was adopted as one of national colleges of technology to foster 
young engineers of small and m巴diumenterprises by MinistηT of Economy， Trade and Industry in fiscal 2006 and 
2007 
For the purpose of knowledge and technology improvement in the manufac知ring，an educational program for 
young engineers was developed by a Problem/Project Based Leaming me吐lOd.This was based on a manufacturing 
course of the construction of an automatic equipment system which enabled仕lemanufacturing industηT and 
agnc叫旬re，forestry and fishers to cooperate. In仕usprogr包凡社le1 ectures in血erelated areas and世lepractical 
training were practiced for young engineers in small and medium enterprises in Kagoshima prefecture. We 
colaborated with Kagoshima Univ.， Kagoshima Prefectural Institute of Industrial technology， Co.， Ltd. Hayato 
Techno and member enterprises in The Kinkowan Technopark Club， and so on. The verification was also carried 
out 
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1緒言
鹿児島工業高等専門学校(以下鹿児島高専)では，
平成18年度に引き続き1，2) 経済産業省の委託事業であ
る「平成19年度高専等を活用した中小企業人材育成事
業」に採択された.本事業は，高専の設備やノウハウ
を活用し， 高専等の教職員と地域のベテラン技術者の
協力の下，地域の中小企業のニーズに応じた講座と実
習を一体的に行うカリキュラムを開発 ・実施し，中小
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企業の若手技術者を支援する事業である.
この目的にそって，他分野との幅広い連携をコーデ
ィネー 卜できる高度な融合メカトロニクス技術(もの
づくり)者を育成するため，鹿児島高専，鹿児島大学
等の培ってきた多彩な研究者による教育だけではなく ，
ものづくりに経験の深い鹿児島県工業技術センタ ，ー
鹿児島高専J初のベンチャー企業である(株)隼人テクノ，
錦江湾テクノパ クー クラブの会員企業と共に，機械工
学，電気電子工学，情報制御工学関連の実習を行った.
図lに，平成19年度の人材育成事業の体制図を示す.
そのため，鹿児島高専では，鹿児島県内の中小企業
で働く若手技術者を対象に， モノづくりに関する知識
および技術向上を目的として I農水工連携支援自動
化機器システム構築のための 「ものづくり講座」を軸
とした問題発見解決型技術者の育成プログラム」を開
発し，実施 ・検証を行った
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検証し，人材育成システムの構築を行った.受講後
のアンケートでは，講座の内容に関して， i仕事の中で
直接役に立つ」が 8.3切であるが， i仕事の考え方や問
題の背景等を考える際の知識として役に立つ」が
58. 3切であり，両者あわせると「仕事に役に立つ」が
66.6切であり，仕事に結びついた講座で、あったといえる.
ただ.， 18年度のプログラムが「幅広い基礎的な講義と
実習のプログラム」 であることから， 50旬以上に当たる
受講生が，今後の要望として「テーマを選んで実際に
ものづくりを体験しながら実践的な技術や知識を学べ
る講座」を希望している 1，2)
したがって， 19年度事業では， 18年度事業で行った
受講生のアンケート結果に基づいて，講義・実習科目
を精選し，これまでの幅広い基礎的な講義と実習を基
に，より専門的に深く学べる講座を実施した.
平成19年度人材(技術者)育成プログラム
平成 19年度では，受講生および所属企業へのアンケ
ー卜及び企業訪問での聞き取り調査の結果を反映させ
て，講義 ・実習科目を精選し，これまでの基礎的な知
識を基に， より専門的に深く学べる講座を実施するこ
ととした.目標の実践のため，グルーフ。によるロボッ
ト製作を体験しながら実践的な技術や知識を総合的に
学べ，達成感が持てる 「ものづく り講座」 を基本とす
る，図 2に示すようなカリキュラムを編成した.
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鹿児島県の産業構造は，食料品関連事業を主体とし
て，電子部品・電気機械・一般機械関連事業が大半を
占めており，今後の鹿児島県の産業振興を目指す場合
には，食料品(農業)，機械・電子・電気関連産業を主
体として考慮することが重要な要点として認識される
4) このような産業構造の背景を考慮すると，農林水
産業と工業とを有機的に連携させうる高い技術・技能
を持った人材が必要となり，産業界からの幅広い要望
に対応できる「高度融合メカトロニクス技術者」の育成
が緊急の課題である.
このことは，平成 17年度に実施した「電源地域にお
ける雇用促進対策調査事業」での企業ならびに技術者
個人へのアンケート及び企業訪問等の調査結果から，
企業の技術者に対する課題として「高い技術・技能を持
った技術者等人材の不足Jを訴える企業が，回答を寄せ
た企業約 500社の内， 50%以上と高い比率を示してい
ることからも伺える 3，4)鹿児島高専の位置する地域の
産業を育成する為には，これら中小企業の要請に応え，
高い技術 ・技能を持った技術者の育成が大きくクロー
ズアップされている.
そのため，18年度事業では，地域企業の求める「高
度融合メカトロニクス技術者」の人材育成に必要なプ
ログラム「鹿児島県における環境にやさしい農水工連
携支援自動化機器システムの開発技術者育成」を開発，
地域産業の課題と人材育成ニーズ2 
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中小企業ものづくり人材育成事業におけるプログラムの開発
問題発見解決型技術者の育成プログラムのテーマと
しては，地元企業どの連携により鹿児島高専で開発し
，特許(特願2004-274948)を取得しているワシントン
榔子の「枝払い昇降機」ロボッ卜を題材とする.具体
的には，その昇降用駆動系の開発を主眼どした「簡易
枝払い昇降ロボット」をテーマとして取り上げ，その
設計開発を行い製作することとした. 18年度事業の育
成プログラムでは，メカトロニクスに関する固有技術
について基礎的知識の習得と実習を行ったが， 19年度
事業は，加えて受講生の創造的発想、を重要視した「簡
易昇降ロボット」の設計開発による「ものづくり講座
」を通して，鹿児島高専の全学科の創造教育関係の実
習で取り入れているPBL(Problem/Project Based 
Learning;問題解決型学習)手法を用いて，問題発見
解決能力を啓発することにより，高度融合メカトロニ
クス技術者の育成について取り組んだ.
地域への貢献のため，農林水産業の生産現場のフィ
ーノレドにも対応できるように，工業がこれまで培って
きた各種先端技術 ・生産技術の融合による技術の深
イヒ・発展を担える人材が望まれている.そのためには，
ものづくり体験を通じ，幅広い問題に適切に対応し，
コーディネー 卜できる実践的な技術や知識を身につけ
た，問題発見解決型人材育成を目標とした
講義実習としては，地元企業との連携により鹿児島
高専と(株)隼人テクノで開発したワシントン榔子の
「枝払し、昇降機」ロボットの技術を基に，その昇降用
駆動系の開発を主眼とした「簡易昇降ロボット」の設
計，製作，動作検証を行った職業経験や技術的な専
門分野の異なる受講生が「簡易昇降ロボット」の設計
開発に関する一貫した「ものづくり講座」を受講する
ことにより，ものづくりにおける問題発見解決能力の
啓発や高度融合メカトロニクス技術者としての一貫
したものづくりの工程を体験するとともに，受講生の
2つのグループ。で、製作した「簡易昇降ロボット」の動
作及び仕様の検証を行い，各グループρで、製作した「簡
易昇降ロボットJ (成果物)に対する問題点，課題の
検討及び最後に構想、・設計・製作の各工程における問
題点と課題の整理を行った
具体的には，ロボットを製作するために必要な技術
分野の機械工学(機構学・材料学・材料力学)，電気回
路・ロボッ卜工学・情報通信工学を講義で習得した後，
構造部を製作するための材料を選定する強度計算等の
設計技術，部品図や組立図を作成する3D/CAD技術，部
品の加工・ 組立を行う加工・製作技術， PLCによる締め
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図2 平成19年度カ リキュラムのフロー図
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付け制御と昇降制御を行うためのモーターやセンサの
選定およびプログラミング等の実習を行った.
講義および実習は，表1に示すように，平成19年7
月21日から平成20年l月26日の7ヶ月間で， 20回(日)
の講座を実施した.実施講座数は14講座(講義6，実習
8)， 30コマ(講義6，実習24)(4時間/1コマ)で，臨時講
座も1講座(実習1)， 2コマ(実習2)実施した.参加企業
数は15社で，応募者数24名に対し，受講者数は21名で，
出席率は平均84%であった.
なお，最終講座では，平成19年度事業の関係者・機
関・企業等に対して事業成果の発表を行い，一連の講
座の締めくくりとした.
図3は2グループロの簡易樹木昇降ロボットの3D/CAD技
術で作成したロボット組立図と，成果発表会風景であ
る.両グループ。とも樹木の昇降に成功した.モノづく
りの技術者だけがあじわえる達成感と感動を受講者は
満喫されたようであった.
本事業に対する，受講者及び派遣企業経営者のアン
ケート結果に基づく評価を以下に示す.
①参加者の理解度:8割強(83.3引が理解でき，満足度
は，ほぼ全員(93.6%)が満足できたと回答.
②派遣企業経営者の満足度 ・評価は，経営者 ・企業関
係者より企画・ 設計から製作まで，ものづくりを一貫
して体験できた事は，企業内では得られない経験であ
り，大変有意義との回答.
③企業内での役立度:7割強(73.7九)の受講者が何らか
の形で仕事に役立っと回答.
講座内容に対する受講生の評価は「期待通りの内容」
との回答がほとんどで，i不満足」の回答はほとんどな
い.講義科目については，工学系の講座を初めて受講
した受講生がし、たこと，ロボッ卜製作に直接つながる
内容に絞ったことなどから内容的に難しかったとの回
答が多かったが，最終的には2つのグノレーフ。で、それぞれ
簡易昇降ロボットを完成し，基本的な動作確認まで終
了した.
講座仁対する受講生の理解度は評価できないが， i基
礎の学習から設計 ・製作まですべての工程を経験した
ことで，設計では気づかなかったことを製作の時に気
づくなど，初めから終わり まで手がけないと分からな
いことの経験ができたことは大いに価値があったJ.
また，業務で機械設計を担当している受講生が，I講
座の中で制御の基礎的な部分を学ぶことができて，今
後の機械設計の幅が広がるのではないかと思う 」など
の感想があ り， 技術者の育成と言 う点では大変有意義
な講座であったといえる.
受講生に関する企業経営者の満足度に関しては講座
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終了時点では評価できないが，修了式や成果報告会等
での企業経営者・企業関係者の評価としては，講座の
成果としての「簡易昇降ロボッ卜Jをほぼ6か月という
短期間で完成させたことに対する驚きと，受講生の努
力を評価する声が多かった.
なお，受講生にとって勤務しながらの休日の講座で
あったが，全体を通じ8害，[以上の出席率となり，モノづ
くりを通じての知識修得や技術向上に対し意欲的に取
り組む姿勢が伺えた.
4 結冒
鹿児島高専では，平成 18年度より「高等専門学校等
を活用した中小企業人材育成事業」として， I農水工連
携支援自動化機器システム」を構築できる「高度融合
メカトロニクス技術者」の育成を目指して取り組んで
きた
平成 19年度事業では， より実践的に簡易昇降ロボッ
卜の設計・製作・検証までをおこなう PBL方式の「物
づく り講座」を軸としたプログラムを実施した 地域
表 1 平成 19年度カリキュラムのスケジュール
実施日(土曜日)
講義 ・実習名 (9/1以降は実習)
(2/21は木曜日)
9:00~ 18: 00 (1日)
13 :00~17 : 00 (半日)
7/21 開講式 機構学
7/28 材料学
8/ 4 材料力学
8/11 電気回路
8/18 ロボット工学
8/25 情報通信工学
9/1 
機械 ・電気電子設計技術
9/8 
平成 19年 9/22 シーケンス制御技術
9/29 アクチェータ制御技術
10/6 センサ技術
11/10 
3D/CAD 
11/17 
12/1 
12/8 機械加工技術
12/15 
12/22 
1/12 機械製作技術
1/19 簡易昇降ロボットの検証
平成20年
1/26 簡易昇降ロポッ トの検証 ・修了式
2/21 成果報告会
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中小企業ものづくり人材育成事業におけるプログラムの開発
中小企業においては，若手技術者を教育する場が少な
く，今回の受講生が在籍する企業からは 1会社では
目の前の業務に追われることが多いため，幅広い知識
を学ぶ機会を作ってもらって良かった. J 1中小企業
では社員教育の場を設けることが難しいので，教育す
る場を設けてもらって感謝する. J等，今回の教育シ
ステムを必要とする内容の意見が多かった.また，受
講生のアンケートや成果報告会においても高い評価が
得られた.
本校は，平成 19年度に引き続き 1平成20年度中小
企業ものづくり人材育成事業(高等専門学校等を活用
した中小企業人材育成事業)Jに 「実践的な農水工連携
支援自動化機器システム設計のための専門技術者育成
プログラム」のテーマで採択された.これまでの事業
成果を基礎として発展させ， これまでの人材育成事業
の集大成として 1農水工連携支援自動化機器システ
モー タ(締め付け用)
締め付け
ロ-~リエンコーダ
圧力センサ(ロードセル)
制御装置(PLC.リレ一等) ， 、
着脱(ボルト締め) 補助輪(2輪)
ム」の構築に必要な要素技術をより専門的かつ実践的
に身に着けることができ，受講生の仕事に直接的に役
に立つプログラムを実施する予定である.
具体的には，平成 19年度事業で製作した簡易昇降ロ
ボッ卜をターゲッ卜として，平成 19年度修了アンケ
築のための PLC技術JINC加工技術J1チップマイコ
ンを用いた制御技術」等の要素技術を，実習を主体と
してより専門的に学ぶことのできるプログラム編成を
検討する.
今後も益々地域企業との連携を密にし，地域の産業
及び教育の活性化に貢献したい.
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